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市制施行80周年を迎えて
 守口市は、昭和21（1946）年に府内11番目

の市として誕生し、本日、市制施行から80

年を迎えました。

　これまで本市の礎を築いてこられた先人

の皆様をはじめ、日頃から市政の発展にご

尽力をいただいている市民の皆様並びに関

係者の皆様に、心から感謝申し上げます。 

この節目を皆様と共にお祝いする記念事業

を通じて、改めて守口の歴史や魅力を感じ

ていただき、郷土への愛着を深める機会と

なれば幸いです。 

　この80周年を90周年、100周年に向けた

「持続可能なまちづくり」への新たなスタ

ートラインと考え、「守口に住んでよかった

」と誰もが実感できるよう、引き続き子育て

支援や福祉の充実、そして魅力あるまちづ

くりに取り組んでまいります。 

　市民の皆様並びに関係者の皆様におかれ

ましては、今後ともより一層のご支援とご協

力をいただきますようお願い申し上げます。

 守口市の市制施行80周年を皆様とともに

お祝い申し上げたいと存じます。

　本市は、昭和21年11月１日に大阪府で11

番目の市として誕生して以来、本日、80年の

節目を迎えました。これもひとえに、先人の

皆様を初め、市民の皆様一人ひとりが数多

くの困難や試練を乗り越えながら、今日ま

でまちづくりを進めてこられた賜物であり、

改めて感謝と敬意を表する次第であります。

　さて、人口減少・少子高齢化や長引く物

価高の影響などの社会情勢により、地方自

治体が抱える課題は複雑・多様化し、二元

代表制の一翼を担う、我々市議会の果たす

べき役割はますます大きくなっております。

　市議会といたしましては、引き続き市民の

皆様とともに「いつまでも住み続けたいまち

守口」の実現を目指し、議員一同、一層の

精励を重ねてまいる所存でございますので、

今後ともご理解とご協力を賜りますよう心

からお願い申し上げます。
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市制施行５周年の昭和26（1951）年
に、市民から公募した作品の中から選ば
れました。「守口」の２文字を図案化し
たものです。

長さ１メートル以上の世界一長い大根
で、守口市の伝統野菜です。
平成19（2007）年には「なにわの伝統
野菜」にも認証されています。

色彩感にあふれ、栽培も容易で、多くの
市民が愛好するのにふさわしい花である
ことから選定されました。

寿命が長く、強健かつ雄大で、古くから
親しまれている樹木であることから選定
されました。



明
治

大
正

昭
和

昭
和

令
和

平
成

 

55
年 

４
月 

錦
中
学
校
創
立

 
 

６
月 

京
阪
電
車
守
口
市
駅
〜
土
居
駅
間

 
 

 

下
り
線（
大
阪
方
面
行
き
）高
架
化
完
成

 

56
年 

５
月 

東
洋
町・花
園
村
と
友
好
提
携

 
 

６
月 

安
曇
川
町
と
友
好
提
携

 

57
年 

４
月 

京
阪
電
車
守
口
市
駅
〜
寝
屋
川
信
号
所
間

 
 

 

高
架
化
完
成

 
 

 

知
的
障
害
者
通
所
更
生
施
設

 
 

 

（
わ
か
た
け
園
）開
設

 

58
年 

２
月 

地
下
鉄
谷
町
線（
守
口
駅
〜
大
日
駅
間
）開
通

 

59
年 

４
月 

児
童
セ
ン
タ
ー・菊
水
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設

 
 

９
月 

市
民
体
育
館
開
設

 

60
年 

５
月 

守
口
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成

 

61
年 

11
月 

第
１
回
守
口
市
民
ま
つ
り
実
施

 

63
年 

４
月 

中
国
広
東
省
中
山
市
と
友
好
都
市
提
携

 

５
年 

７
月 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
、Ｆ
Ｍ
も
り
ぐ
ち
開
局 

 
 

８
月 

守
口
市
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

 
 

 

（
ム
ー
ブ
21
）開
設

 

６
年 

４
月 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー・

 
 

 

守
口
市
教
育
セ
ン
タ
ー
開
設

 

８
年 

２
月 

現
代
南
画
美
術
館
開
館

 

９
年 

４
月 

世
木
公
園
オ
ー
プ
ン（
西
三
荘
ゆ
と
り
道
東
側
）

 
 

７
月 

新
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
開
館

 

13
年 

７
月 

も
り
ぐ
ち
歴
史
館「
旧
中
西
家
住
宅
」開
館

 

14
年 

６
月 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

 
 

 

（
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

17
年 

10
月 

守
口
市・和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
友
好
提
携

 

18
年 

９
月 

大
日
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

 
 

12
月 

地
下
鉄
今
里
筋
線
開
通

 

27
年 

４
月 

樟
風
中
学
校
開
校 

 

28
年 

４
月 

小・中
一
貫
と
夜
間
学
級
併
設
の

 
 

 

全
国
初
、義
務
教
育
学
校
の
さ
つ
き
学
園
開
校

 
 

４
月 

よ
つ
ば
小
学
校
開
校

 
 

 

10
館
１
分
室
の
公
民
館
が

 
 

 

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

 
 

 
守
口
市
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

 
 

 

「
も
り
吉
」誕
生

 
 

10
月 

守
口
市
役
所
新
庁
舎
開
庁

 
 

 

市
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
１
０
０
０
台
設
置

 

　
29
年 

４
月 

幼
児
教
育・保
育
の
完
全
無
償
化
を
実
施

 

　
30
年 

４
月 

寺
方
南
小
学
校
創
立

 
 

 

さ
く
ら
小
学
校
創
立

 

　
31
年 

３
月 

大
枝
公
園
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

 

元
年 

７
月 

市
役
所
３
階
に
子
育
て
世
代
包
括

 
 

 

支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
え
る
」開
設

 

２
年 

６
月 

守
口
市
立
図
書
館
開
館

 

３
年 

７
〜
８
月

 
 

 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

 
 

 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催

 
 

 

（
ガ
ン
ビ
ア
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
）

 
 

12
月 

土
居
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

 
 

 

た
き
い
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

 

４
年 

３
月 

大
日
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

 

５
年 

４
月 

よ
つ
ば
未
来
公
園
オ
ー
プ
ン

 
 

12
月 

旧
南
小
学
校
跡
地
に

 
 

 

南
わ
く
わ
く
公
園
オ
ー
プ
ン

 

６
年 

３
月 

日
吉
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

 
 

 

世
木
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

 
 

10
月 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
え
る
」が

 
 

 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー「
あ
え
る
」と
な
り
、

 
 

 

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
に
開
設

 

７
年 

３
月 

八
雲
東
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

 
 

４
月 

大
宮
中
央
公
園
オ
ー
プ
ン

 
 

 

大
阪・関
西
万
博
開
幕
　
　

 
 

 

万
博
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
守
口
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

 

８
年 

11
月 

市
制
施
行
80
周
年

 

38
年 

４
月 

国
道
１
６
３
号
線（
四
日
市
線
）開
通

 
 

 

カ
ナ
ダ・ニ
ュ
ー
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
市
か
ら

 
 

 

ベ
ス・ウ
ッ
ド
市
長
が
来
守
し
、姉
妹
都
市
提
携

 

40
年 

６
月 

錦
小
学
校
創
立

 

41
年 

 

中
央
環
状
線
一
部
開
通

 
 

 

市
内
延
長
　
２
，３
２
０
ｍ

 
 

11
月 

新
市
民
会
館
完
成

 

42
年 

５
月 

南
小
学
校
創
立

 

43
年 

10
月 

市
民
球
場
完
成

 
 

 

八
雲
中
学
校
創
立

 

44
年 

４
月 

金
田・梶
小
学
校
創
立

 
 

６
月 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
開
設

 

45
年 

４
月 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー・し
体
不
自
由
児

 
 

 

通
園
施
設（
わ
か
く
さ
園
）完
成

　 
 

 

梶
中
学
校
創
立

 
 

７
月 

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
開
設

 

46
年 

４
月 

大
久
保・藤
田
小
学
校
創
立

 

47
年 

４
月 

八
雲
東
小
学
校
創
立

 
 

 

三
郷
小
学
校
内
に
寺
方
小
学
校
分
校
創
立

 

48
年 

４
月 

佐
太
小
学
校
創
立

 
 

 

大
久
保
中
学
校
創
立

 
 

 

知
的
障
害
児
通
園
施
設

 
 

 

（
わ
か
す
ぎ
園
）完
成

 
 

５
月 

市
民
憲
章
制
定

 
 

 

市
の
木・市
の
花
を
選
定

 

50
年 

４
月 

下
島
小
学
校
創
立

 

52
年 

４
月 

藤
田
中
学
校
創
立

 
 

 

地
下
鉄
谷
町
線（
都
島
〜
守
口
間
）開
通

 

53
年 

３
月 

水
道
局
新
庁
舎
竣
工

 

54
年 

４
月 

京
阪
電
車
守
口
市
駅
〜
土
居
駅
間

 
 

 

上
り
線（
京
都
方
面
行
き
）高
架
化
完
成

 
 

11
月 

旧
守
口
社
会
保
険
事
務
所
跡
に

 
 

 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設

 

５
年 

６
月 

守
口
小
学
校
創
立

 

７
年 

11
月 

三
郷
小
学
校
創
立

 

41
年 

11
月 

庭
窪
小
学
校
創
立

 

43
年 

 

守
口
に
初
め
て
電
灯
が
設
置

 
 

４
月 

京
阪
電
車
開
通

 

11
年 

 

守
口
に
電
話
が
開
設

 

14
年 

 

ガ
ス・水
道
開
通

 
 

 

（
大
阪
市
の
浄
水
場
開
設
）

 

６
年 

４
月 

滝
井
小
学
校
創
立

 
 

 

大
阪
市
市
電
京
阪
本
通
１
丁
目
ま
で
延
伸

 

 21
年 

11
月 

守
口
町・三
郷
町
合
併

 
 

 

守
口
市
誕
生

 
 

 

面
積
５
．７
７
k㎡

 
 

 

全
国
で
２
０
６
番
目
、大
阪
府
内
で
11
番
目

 

22
年 

４
月 

第
一
中
学
校・第
二
中
学
校
創
立

 
 

 

土
居
小
学
校
創
立

 

23
年 

11
月 

庭
窪
中
学
校
創
立

 

24
年 

６
月 

第
三
中
学
校
創
立

 

25
年 

５
月 

守
口
市
立
公
民
館
開
設（
当
時
の
中
央
公
民
館
）

 

26
年 

７
月 

寺
方
小
学
校
創
立

 
 

10
月 

市
制
施
行
５
周
年
を
記
念
し
、市
民
か
ら

 
 

 

応
募
し
選
ば
れ
た
市
章
と
守
口
市
歌
が
完
成

 
27
年 

４
月 

八
雲
小
学
校
創
立

 
28
年 
６
月 

橋
波
小
学
校
創
立

 

30
年 

 
国
道
１
号
線
開
通（
八
島
〜
枚
方
間
）

 

31
年 

10
月 
第
四
中
学
校
創
立

 

32
年 

４
月 

庭
窪
町
と
合
併
　
面
積 

１
３
．１
７
k㎡

 
 

 

東
西 

４
，７
９
０
ｍ
　
南
北 

５
，３
４
５
ｍ

 
 

９
月 

春
日
小
学
校
創
立

 

33
年 

８
月 

市
民
会
館
完
成

 
 

 

（
以
前
の
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー)

 

37
年 

４
月 

東
小
学
校
創
立

 
 

10
月 

青
少
年
セ
ン
タ
ー
開
設

80年のあゆみ守口市

4 5



いつまでも住み続けたいまち　守口
守口市は、大阪平野のほぼ中央部に位置し、市内には京阪電車、
Osaka Metro谷町線、大阪モノレールの3つの鉄道路線が走り、
大阪都心部や京都方面へも乗り換えなしでアクセス可能で、交通の
利便性の高い「まち」です。 通勤・通学はもちろん、休日のお出かけ
にも大変便利で、駅前には百貨店などの商業施設も充実しており、
日々の暮らしやすさも大きな魅力です。 また、かつては東海道の
57番目の宿場町「守口宿」として栄え、歴史街道の面影が今も薫り、
世界一長い大根「守口大根」発祥の地としても知られています。

“いつまでも住み続けたいまち　守口”このキャッチコピーには、

子どもから高齢者まで、誰もが安心して暮らし、将来にわたって住み

続けたいと思えるまちを目指すという想いが込められています。

京阪電車
滝井駅、土居駅、守口市駅

Osaka Metro谷町線
太子橋今市駅、守口駅、大日駅

大阪モノレール
大日駅

主要道路

479

163

1

1

大日
阪神高

速12号
守口線

守口市

市役
所

守口

土居

滝井

太子橋今市

国道1号、国道163号、国道479号、
府道２号大阪中央環状線、府道13号
京都守口線、阪神高速12号守口線、
近畿自動車道など

2

13

6 7
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世代を超えた交流広場となるよ
う、アスレチック遊具や誰もが楽
しめるインクルーシブ遊具、大人
向けの健康遊具を取り入れまし
た。日差しや雨をしのげる大きな
東屋もあります。

スポーツや健康づくり、遊びや散歩や休息、市民協働による緑・花活動など、市のシ
ンボル公園として親しまれています。また、災害時には広域避難場所として防災性
を有した安全安心の場にも位置づけられています。

災害時の一時避難場所に指定
しており、多目的広場や遊具、
防災施設を整備し、地域に親
しまれるサクラを残しながら、
多世代が利用できる安全・安
心な公園としてリニューアル
オープンしました。

旧さくら小学校の跡地に増設されま
した。広びろとした芝生広場と多様
な遊具は、多世代の人々が遊び、憩え
る場になっています。

図書館と生涯学習施設が一体となっ
た複合型公共施設です。読書や調べ
ものをゆったり楽しめる滞在型の図
書館機能に加え、会議室やホールなど
を備え、各種イベントの開催を通じ
て、市民の学びや交流の場となってい
ます。
■住 大日町2-14-10
☎ 06-6905-3921(図書館)　
☎ 06-6115-5475(生涯学習フロア)
■開 9：00～21：00
■休 火曜日（祝日のときはその翌日）、
 年末年始（12/29 ～ 1/3）

市内8ヵ所にあり、市民交流を促
進し、市民を中心とした活動の場
及び機会を提供します。
●中部エリアコミュニティセンター
●東部エリアコミュニティセンター
●南部エリアコミュニティセンター
●庭窪コミュニティセンター
●八雲東コミュニティセンター
●錦コミュニティセンター
●北部コミュニティセンター
●西部コミュニティセンター

各種 団 体や市の
イベ ント開 催 の
場として 文化 の
振興を図り、文学
や健康の増進に
資する施設です。

個人やサークル・団体での利用ができ、各種ス
ポーツ大会も行われています。また、子ども向
け・大人向けの教室も実施しています。
■住 河原町9-2
☎ 06-6992-8201  
■開 9：00～21：00　
■休 第1・3水曜日（祝日のときはその翌日）、
 年末年始（12/29～1/3）※臨時休館あり

賑わい・防災拠点としての役割や、広
場にはとても大きなもり吉の像があ
り、大型の複合遊具やフェンスで囲
われた乳幼児エリアがあります。ま
た、ボール遊びができる広場があり
ます。

■住 河原町8-22　
☎ 06-6992-1276  
■開 9：00～21：00　
■休 木曜日（祝日のときは開館）、年末年始（12/29～1/3）

8 9
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　 守居神社
延喜18（918）年の創建と伝えられる守口市の古社
です。淀川流域の鎮護を担う神として崇敬を集め、
明治時代には周辺の神社を合祀して現在の社名と
なりました。境内には、親狛犬に寄り添う赤ちゃん
狛犬が鎮座しており、このような形は全国的にも
珍しく、歴史と趣を感じられる守居神社ならではの
見どころです。
■住 土居町2-22　☎ 06-6991-0419

　 文禄堤
豊臣秀吉が文禄5（1596）年、毛利輝元・小早川隆景・
吉川広家に命じて築かせた淀川左岸の堤防とされて
います。堤上は京都-大坂を結ぶ東海道の一部として
整備され、東海道57次最後の宿場町・守口宿の景観
を今に伝えています。総延長は約27kmでしたが、淀
川改修や開発でその多くが姿を消しており、当時の
面影をしのぶことができる貴重な文化財です。
■住 本町2丁目

　 難宗寺
難宗寺は、文明９（1477）年に開創された寺院で、明治天
皇が大阪行幸の途中、行在所とされ、その当時の御座所、
玉座が残されています。境内には、大阪府指定天然記念
物に指定されている樹高約25m、直径約1.5m、樹齢約
500年の大銀杏があり、毎年晩秋には黄金色に色づき、
黄金の絨毯を敷き詰めたような美しい景観を楽しむこと
ができます。
■住 竜田通1-5-2　☎ 06-6991-5896 

　 燈森
燈森は、文禄堤沿いに残る旧徳永家住宅を活用した複合施設です。
旧来の東海道57次守口宿の景観を今に残す数少ない伝統的家屋
を生かし、地域の歴史や文化を感じられる場として再生されました。
ガレージ部分には物販や飲食などのテナントが入り、日常のにぎわ
いを生み出しています。また、敷地内の貸し農園「文禄ファーム」は、
土に親しみながら人と人との交流を育む場となっています。燈森
は、歴史を未来へつなぎ、市民が集い親しむ地域コミュニティの拠
点として親しまれています。
■住 本町2-5-38　☎ 06-6995-3158

　 喜左衛門記念碑と伝和泉式部供養塔
旧寺方荘など12ヵ村一帯は排水が悪く、住民は長く悪
水に苦しんでいました。南寺方村庄屋・喜左衛門は、寛永
11（1634）年、幕府の許可が得られぬまま樋を築き、水
害を除きましたが、幕命に背いたとして翌年3月15日に
処刑されました。明治15（1882）年、12ヵ村の人々はそ
の遺徳をしのび、この記念碑を建立しました。隣には、和
泉式部の供養塔と伝えられる石造宝篋印塔があります。
■住 南寺方中通1-5

と　　もり

せきぞうほうきょういんとう

守口市の歴史と文化
守口市駅周辺
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大久保・藤田周辺 佐太・金田周辺

　 もりぐち歴史館
　 「旧中西家住宅」

（市指定有形文化財）

中西家がこの地に居を構えたのは
弘治元（1555）年と伝えられていま
す。現在の建物は今から220年以上
前の寛政5（1793）年、江戸幕府の
11代将軍徳川家斉時代に再々建さ
れた、大阪府内でも唯一現存する極
めて貴重な在郷の武家屋敷です。庭
園では四季折々の花が彩りを添え、
歴史と自然が調和した趣ある空間
を感じられます。
■住 大久保町4-2-26 
☎ 06-6903-3601

　 妙楽寺
延宝年間（1673～1681年）の洪水
で本堂や庫裏を流失しましたが、天
和年間（1681～1684年）に再建さ
れました。境内には、大阪府指定天
然記念物に指定されている樹齢約
300年、高さ約3.5メートル、幹回り
は根元20～40センチ、枝張東西約
4.8メートル・南北約7メートルの

「オオムラサキツツジ（通称ヒラドツ
ツジ）」があり、春には鮮やかな花を
咲かせます。
■住 大久保町4-25-8
☎ 06-6901-5985

　 梶遺跡
古墳時代から近世に至る複合遺跡
で、3基の古墳をはじめ、土坑墓や
溝などが発見されています。このう
ち6世紀初頭のものと考えられる全
長約37メートルの帆立貝式前方後
円墳の周溝内からは、円筒埴輪、朝
顔形埴輪のほか、国内で2例目の出
土となった珍しい牛形埴輪を初め、
人物・鹿・猪・馬・家などの形象埴輪
や、首輪をした犬の装飾を施した須
恵器壺などが多数出土しました。
■住 佐太東町１丁目周辺

　 来迎寺
貞和3（1347）年に実尊誠阿上人に
よって開かれ、国指定重要文化財で
ある「絹本著色八幡曼荼羅図」など
数多くの文化財が所蔵されており、
寺庭には石造十三重塔が鎌倉時代
の石塔として大阪府指定有形文化財
となっています。また女性の幽霊が
回向のお礼として座具に足跡を残し
たと伝わる「幽霊の足跡」があり、法
要に合わせて公開されています。
■住 佐太中町7-11-17　
☎ 06-6901-0336

　 佐太天神宮
天暦年間（947～957年)に菅原道
真公自身の自刻像を祠に祀ったの
が創建と伝えられています。府指定
有形文化財に指定されている江戸
時代初期に建てられた本殿・幣殿・
拝殿と大和守安定作の太刀、また、
市指定有形文化財の奈良絵師芝法
眼観深筆「天神縁起絵巻」がありま
す。境内には西宮神社より勧請され
た守口・佐太の戎さんの社があり、
緑豊かで「大阪府みどりの百選」に
選ばれています。
■住 佐太中町7-16-25　☎ 06-6901-7500

　 津嶋部神社
『延喜式神名帳』に記された式内社
で、津嶋女大神、素戔嗚尊、菅原道真
公を御祭神としています。元禄年間
(1688～1704年)再建の社殿は、明
治15(1882)年再建の現在の社殿と
同規模で、当時の隆盛がうかがえま
す。当社に残る慶長13(1608)年の
銘をもつ芴谷石製狛犬は、府内で最
古の紀年銘をもつ狛犬で、平成12年
に市指定有形文化財に指定してい
ます。
■住 金田町6-15-6
☎ 06-6901-4763

ど　 こう　ぼ



各学校の航空写真については、それぞれ学校のグラウンド又は体育館で

別途撮影した児童・生徒の集合写真を掲載しております。
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下島小学校校歌 ♪ 作詞：大石　雅枝
作曲：阪口　文彦
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藤田小学校
校  歌 ♪ 作詞：畑中　博

作曲：藤田小学校
編曲：小西　泰彦
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作曲：阪口　春彦
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錦小学校
校  歌 ♪ 作詞：井藤　佐吉

作曲：楠　勝三
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金田小学校
校  歌 ♪ 作詞：内田　公子

作曲：小西　欣一
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夢
は
宇
宙
に
　
か
け
て
ゆ
く 

 

歴
史
を
つ
く
る
　
梶
の
う
た 

 

行
く
手
を
て
ら
せ
　
ぼ
く
た
ち
の

梶小学校
校  歌 ♪ 作詞：杉田　節子

作曲：塩入　哲郎
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１ 

河
内
の
平
野
　
晴
々
と

 

宇
宙
を
抱
き
て
　
お
お
ら
か
に

 

文
化
の
光
明
　
身
に
浴
び
て

 

平
和
の
国
を
　
麗
し
く

 

日
毎
勉
め
て
　
培
わ
ん

 

若
き
生
命
の
　
息
吹
も
て

２ 

大
澱
江
の
水
　
悠
々
と

 

天
地
を
い
れ
て
　
淀
み
な
く

 

科
学
の
指
針
　
身
に
し
め
て

 

道
義
の
国
を
　
新
し
く

 

つ
ね
に
励
み
て
　
築
上
げ
ん

 

崇
き
精
神
の
　
ま
こ
と
も
て

第一中学校
校  歌 ♪ 作詞：北里　闌

作曲：永井　幸次

１ 

宇
宙
を
拓
く
夢
の
せ
て

 

生
き
る
わ
れ
ら
の
未
来
図
よ

 

希
望
は
も
え
て
生
駒
嶺
に

 

ま
た
た
く
星
と
競
う
か
な

２ 

学
び
の
庭
に
窓
の
辺
に

 

む
す
ぶ
わ
れ
ら
の
友
情
よ

 

肩
く
み
あ
お
ぐ
空
の
青

 

流
れ
る
淀
に
映
ゆ
る
か
な

３ 

真
理
を
も
と
め
ひ
と
す
じ
に

 

翔
け
る
わ
れ
ら
の
翅
み
よ

 

若
さ
を
こ
め
て
う
ち
ふ
れ
ば

 

血
潮
は
あ
つ
く
た
ぎ
る
か
な

 

あ
あ 

庭
窪
中
学
校
に

 

学
ぶ
誇
り
よ
歓
び
よ

庭窪中学校
校  歌 ♪ 作詞：鴫原　一穂

作曲：川澄　健一

八雲中学校
校  歌 ♪ 作詞：大西　勇一郎

作曲：大栗　裕　

１ 

河
内
の
里
に
　
朝
日
を
浴
び
て

 

今
日
も
仲
良
く
輪
に
な
っ
て

 

朝
の
あ
い
さ
つ
　
元
気
に
か
わ
し

 

つ
な
ぐ
手
と
手
に
　
心
が
か
よ
う

 

楽
し
い
守
口
　
よ
つ
ば
小
学
校

 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
よ
つ
ば
小
学
校

２ 

は
る
か
に
見
え
る
　
生
駒
の
緑

 

花
の
笑
顔
が
　
庭
に
咲
く

 

み
ん
な
集
ま
り
　
助
け
る
心

 

日
本
を
築
く
大
き
な
力

 

優
し
い
守
口
　
よ
つ
ば
小
学
校

 

未
来
へ
つ
な
が
る
よ
つ
ば
小
学
校

３ 

淀
の
川
原
に
　
そ
よ
吹
く
風
と

 

共
に
は
ば
た
く
　
未
来
へ
と

 

空
の
青
さ
に
心
も
は
ず
む

 

夢
も
大
き
く
世
界
の
平
和

 

明
る
い
守
口
　
よ
つ
ば
小
学
校

 

明
日
へ
む
か
っ
て
よ
つ
ば
小
学
校

よつば小学校
校  歌 ♪ 作詞：畑中　博

作曲：岡野　衣里
監修：東小学校・大久保小学校統合校連絡会

１ 

さ
く
ら
や
さ
く
ら

 

淀
川
生
駒
の
　
さ
わ
や
か
さ
く
ら

 

生
か
さ
れ
　
望
ま
れ

 

地
球
に
生
ま
れ
た
　
こ
の 

い
・
の
・
ち

 

み
ん
な
　
そ
れ
ぞ
れ
に
咲
こ
う

 

わ
れ
ら 

共
に
育
つ

 

さ
く
ら
小
学
校

２ 

さ
く
ら
や
さ
く
ら

 

日
本
の
大
地
に
　
葉
を
出
せ
さ
く
ら

 

生
き
よ
う
　
伸
ば
そ
う

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
楽
し
む
　
こ
の 

い
・
の
・
ち

 

仲
間 

手
を
取
り
合
っ
て

 

わ
れ
ら
　
共
に
伸
び
る

 

さ
く
ら
小
学
校

３ 

さ
く
ら
や
さ
く
ら

 

世
界
は
広
い
ぞ
　
羽
ば
た
け
さ
く
ら

 

い
く
ど
も
　
乗
り
切
る

 

ち
か
ら
は
前
向
き
　
こ
の 

い
・
の
・
ち

 

友
を 

生
か
し
喜
ぶ

 

わ
れ
ら
　
共
に
翔
る

 

さ
く
ら
小
学
校

さくら小学校
校  歌 ♪

作詞：黒田　クロ
作曲：石川　善一
編曲：花本　梨栄

１ 

勇
気
を
も
っ
て
　
経
験
し
よ
う
　
　

 

大
空
を
み
て
　
一
歩
ず
つ
　
　
　
　
　
　

 

困
っ
た
と
き
は
　
助
け
合
お
う
　
　
　
　

 

勇
気
を
出
し
て
　
助
け
合
う
ん
だ
　
　
　

 

寺
方
南
　
キ
ラ
キ
ラ
光
る
　
　
　
　
　
　

 

希
望
輝
く
　
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　

２ 

提
灯
踊
り
　
伝
統
続
け

 

み
ん
な
の
誇
り
　
喜
左
衛
門

 

大
き
な
声
で
　
夢
を
叫
ぼ
う

 

生
駒
の
山
に
　
響
か
せ
る
ん
だ

 

寺
方
南
　
堂
々
と
生
き
る

 

笑
顔
い
き
い
き
　
六
年
間

寺方南小学校
校  歌 ♪ 作詞・作曲：竹本　恵梨

１ 

あ
か
つ
き
匂
う
　
淀
の
流
れ
の

 

真
向
か
い
に
　
走
る
山
脈

 

生
駒
山
　
歴
史
を
語
る

 

未
来
あ
り
　
わ
れ
ら
若
人

 

あ
あ
八
雲
　
八
雲
　
八
雲

 

守
口
八
雲
中
学
校

２ 

自
主
独
立
の
　
心
も
か
た
く
　
　
　
　

 

翻
る
　
自
由
の
し
る
し

 

火
と
燃
え
る
　
い
の
ち
つ
ど
い
て
　
　

 

意
気
高
し
　
わ
れ
ら
若
人

 

あ
あ
八
雲
　
八
雲
　
八
雲
　
　
　
　
　

 

守
口
八
雲
中
学
校

３ 

東
西
古
今
の
　
文
化
の
潮
　
　
　
　
　

 

こ
こ
に
あ
り
　
深
く
究
め
て

 

花
ひ
ら
く
　
青
春
の
夢
　
　
　
　
　
　

 

い
ざ
ゆ
か
ん
　
わ
れ
ら
若
人

 

あ
あ
八
雲
　
八
雲
　
八
雲
　
　
　
　
　

 

守
口
八
雲
中
学
校

や
ま
な
み

わ
こ
う
ど

ひ
る
が
え

う
し
お

ひ
か
り

い
の
ち

い
ぶ
き

お
お
よ
ど

た
か

こ
こ
ろ
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１ 

高
瀬
の
里
の
守
口
に 

 

生
駒
山
か
ら
日
が
昇
る

 

樟
薫
る
学
び
舎
を 

 

大
志
を
抱
き
仰
ぎ
み
て

 

文
武
に
汗
を
流
し
つ
つ 

 

自
学
自
律
の
人
と
成
る

 

我
ら
が
樟
風 

我
ら
が
樟
風 

 

　
樟
風
中
学
校

２ 

命
育
む
淀
川
の 

 

川
辺
の
ど
か
に
芦
が
舞
う

 

笑
顔
輝
く
学
び
舎
に 

 

固
い
絆
で
結
ば
れ
た

 

仲
間
が
と
も
に
和
と
な
り
て 

 

心
豊
か
な
人
と
成
る

 

我
ら
が
樟
風 

我
ら
が
樟
風 

 

　
樟
風
中
学
校

３ 

高
く
伸
び
行
く
樟
に 

 

新
た
な
風
が
夢
運
ぶ

 

郷
土
に
根
ざ
し
た
学
び
舎
に 

 

愛
と
誇
り
が
満
ち
溢
れ

 

夢
の
卵
を
温
め
て 

 

世
界
に
羽
ば
た
く
人
と
成
る

 

我
ら
が
樟
風 

我
ら
が
樟
風 

 

　
樟
風
中
学
校

樟風中学校
校  歌 ♪ 作詞：　本　卓

作曲：北　佳代子
編曲：長良　洋子

１ 

ひ
と
り
の
笑
顔
つ
な
い
だ
ら

 

歌
が
こ
ぼ
れ
て
咲
く
で
し
ょ
う

 

み
ん
な
持
っ
て
る
優
し
い
命
　
優
し
い
命

 

生
ま
れ
て
き
た
こ
と

 

め
ぐ
り
あ
う
こ
と
　
　
　
　

 

は
る
か
に
辿
る
星
の
き
せ
き

２ 

ひ
と
つ
の
力
つ
な
い
だ
ら

 

希
望
の
扉
が
開
く
で
し
ょ
う

 

み
ん
な
持
っ
て
る
強
い
命
　
強
い
命
　

 

自
分
を
信
じ
て

 

友
達
信
じ
て
　

 

は
る
か
に
続
く
今
を
生
き
る

３ 

さ
あ
　
手
を
取
り
合
っ
て

 

心
　
さ
つ
き
の
空
へ

 
H

o
ld

　h
a

n
d

s

　H
o

ld

　d
rea

m
s

 

こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
　
歌
が
あ
る

 
H

o
ld

　h
a

n
d

s

　H
o

ld

　d
rea

m
s

 

こ
こ
か
ら
つ
な
が
る
　
夢
が
あ
る

 

さつき学園
学園歌 「夢を抱いて」♪ 作詩：高丸　もと子

作曲：橋本　祥路

１ 

生
駒
の
嶺
を
　
日
々
仰
ぎ

 

希
望
に
燃
ゆ
る
　
学
園
に

 

若
き
力
の
　
湧
き
い
づ
る

 

英
知
を
磨
く
　
若
人
の

 

明
日
を
拓
こ
う
　
健
や
か
に

２ 

淀
の
流
れ
に
　
夢
を
の
せ

 

未
来
を
語
る
　
校
庭
に

 

若
き
希
望
の
　
燃
え
い
づ
る

 

真
理
求
む
る
　
若
人
の

 

明
日
を
礎
こ
う
　
誇
ら
か
に

３ 

浪
速
の
城
を
　
遠
く
見
て

 

夢
充
ち
溢
る
　
学
び
舎
に

 

若
き
生
命
の
　
育
ち
ゆ
く

 

自
由
を
か
ざ
す
　
若
人
の

 

明
日
を
謳
お
う
　
高
ら
か
に

梶中学校
校  歌 ♪ 作詞：石坂　八十世

作曲：近藤　圭

１ 

光
あ
ふ
れ
て 

生
駒
嶺
に

 

い
ま
朝
明
け
の
　
陽
が
昇
る

 

希
望
輝
く 

若
き
眉

 

自
主
向
学
の
　
息
吹
あ
り

２ 

永
久
の
流
れ
よ 

淀
の
水 

　

 

豊
か
な
恵
み
た
た
え
ゆ
く
　

 

友
愛
　
薫
る 

若
き
胸

 

誠
実
一
路
の 

誓
い
あ
り

３ 

高
き
理
想
を 

か
ざ
し
つ
つ

 

真
理
の
道
を
究
め
ゆ
く

 

明
日
を
築
く  

若
き
手
に

 

開
拓
進
取
の
力
あ
り

 

あ
ヽ
大
久
保
の

 

わ
が
友
よ 

と
も
に
歩
ま
ん 

 

わ
れ
ら
が
道
を

大久保中学校
校  歌 ♪ 作詞：森田　達雄

作曲：田村　義一

１ 

生
駒
の
山
に
　
陽
は
昇
り

 

若
き
息
吹
の
　
満
ち
る
と
き

 

心
を
磨
き
　
身
を
鍛
え
　

 

学
び
の
道
に
　
励
み
あ
う

 

輝
く
瞳
の
　
わ
が
友
よ
　

 

あ
あ
錦
中
学
校
　
光
あ
れ

２ 

淀
の
流
れ
に
　
夢
を
の
せ
　

 

若
き
希
望
を
　
語
る
と
き

 

友
情
誓
い
　
手
を
と
っ
て
　

 

平
和
な
未
来
　
求
め
あ
う

 

燃
え
る
心
の
　
わ
が
友
よ
　

 

あ
あ
錦
中
学
校
　
誇
あ
れ

３ 

緑
に
萌
え
る
　
河
内
野
に
　

 

若
き
生
命
の
　
根
を
張
っ
て

 

文
化
の
華
を
　
咲
か
す
た
め
　

 

誠
を
つ
く
し
競
い
あ
う

 

伸
び
ゆ
く
若
木
の
　
わ
が
友
よ
　

 

あ
あ
錦
中
学
校
　
栄
あ
れ

錦中学校
校  歌 ♪ 作詞：三上　博司

作曲：田村　義一
１ 

淀
の
流
れ
の
躍
動
と

 

生
駒
の
不
動
に
励
ま
さ
れ

 

学
ぶ
歓
び
今
一
度

 

吾
が
学
び
舎
に
灯
は
点
る

 

あ
ゝ
春
日
の
灯
　
守
口
さ
つ
き

２ 

自
己
の
覚
醒
促
が
し
つ

 

共
に
学
ぼ
う
手
を
延
べ
て

 

生
き
る
歓
び
今
一
度

 

吾
が
学
び
舎
に
灯
は
点
る

 

あ
ゝ
春
日
の
灯
　
守
口
さ
つ
き

３ 

胸
に
秘
め
た
る
青
春
の

 

賛
歌
を
謳
い
高
ら
か
に

 

学
ぶ
歓
び
今
一
度

 

吾
が
学
び
舎
に
灯
は
点
る

 

あ
ゝ
春
日
の
灯
　
守
口
さ
つ
き

学級歌「春日の灯」♪
夜間学級

作詞：北村　修治
作曲：三輪　郁代

よ
どい

こ
ま

ま
なわ

か
す
が

じ
　
こ

と
もい

よ
ろ
こ

よ
ろ
こ

い
ま
い
ち
ど

い
ま
い
ち
ど

ま
な

ま
な

て

の

か
く
せ
い
う
な

と
も
し
び
　 

も
り
ぐ
ち

か
す
が

と
も
し
び
　 

も
り
ぐ
ち

か
す
が

と
も
し
び
　 

も
り
ぐ
ち

ま
な

や

ひ

と
も

わわ む
ねさ

ん
か

う
た

た
か

ひ

せ
い
し
ゅ
ん

ま
な

や

ひ

と
も

ま
な

や

ひ

と
も

よ
ろ
こ

い
ま
い
ち
ど

ふ
ど
う

は
げ

な
が

や
く
ど
う
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あとがき
　守口市が誕生してから80年目を迎えられましたこと、まことにおめでとうございます。その記念として、市内
小・中学校と市内各地域の航空写真を撮影でき、大変うれしく思います。
　私たち国際総合企画株式会社は、1973年の創業から50年以上、全国の小学校の人文字を中心に、航空写
真撮影を続けています。市内の学校でもかつて撮影しました。過去の市内の様子を見たことはありますか？
　今は、インターネットでも空からの風景が見られたり、手軽にドローン撮影ができたり、航空写真自体は
珍しいわけではありません。しかし過去の写真を見るのは簡単ではありません。この航空写真集を手にして
くれる小学生や中学生のみなさん、大人になった時、その時の「守口市」と、この写真集をぜひ比べてください。

守口市の変わらない姿、変わっていく姿が分かるはずです。そして、
ふるさとを広く撮影しているこの写真集を通して、守口市のことをもっと
好きになり、もっと知りたいと思っていただけることを願っています。
　最後に、お忙しい中、企画・編集に熱心に取り組んでくださった守口市の
皆様、写真撮影などにご協力いただきました各校の教職員の方に心より
御礼申し上げます。

国際総合企画株式会社 代表取締役　山口　明義
昭和63（1988）年の金田小学校周辺


